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北陸病害虫研究会報第30号昭和57年

ツマグロヨコパイに対する幼若ホルモン剤ALTOSm⑰の影響

佐藤昭夫

Akio,SATo:EHectsofjuvenilhormonAItosifonthegreenriceleafhoPPer

プに幼苗を植え，直径8cm,高さ30cmのケージをかけ
た。圃場より採集した成虫及び幼虫をそれぞれ20頭供試
し，散布前放飼区と散布後放飼区を設けた。薬剤は，
500倍とし，1カップ当り10mI散布した。
試験結果：第2表のように，成，幼虫とも，いずれの

散布濃度でも散布後放飼した区では無散布と差がなく，
散布前に放飼した区は，散布2日後に生存数は2分の1
に減少した。また，幼虫の散布前放飼区の生存虫の中に
黒化した個体が1部にみられた。

、本試験は，1974年度，日本植物防疫協会の委託試験と
して行ない')，その1部は第18回日本応用動物昆虫学会2）
で発表したものである。供試した薬剤Altosid@(lso･
propylll･methoxy-3,7,11-trimethyl-2,4-dode･
cadi臼ﾕoate65.5%)は，大塚化学薬品工業株式会社よ
り提供された。

I圃場試験

試験方法：1974年8月5日，場内圃場にAltosidの

250倍及び500倍液を10a当り100J散布，対照としてN

AC3%粉剤を10a当り.4kg散布した。散布前及び散布
ユ日後,1週間後，2週間後，3週間後の5回にわり，

直径30cmの捕虫網で20回振りのすくい取り調査を行な
った。

該験罎：第1表のように9Altosidの250倍及び
500倍とも対照のNAC粉剤に比較して，密度抑制効果
は低く，その影響は散布2週間後まで及んだ。なお，
Altosidの散布ですくい取った幼虫の中に数頭の黒化し
た個体が承られた。

第2表稲体散布試験
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1区30頭，3区合叶価（頭）
（）内数字は異常虫

Ⅱ稲体散布試験

認蹟方法：口径9cm,深さ10cmのプラスチックカツ
Ⅲ虫体散布試験

賦験方法：Ⅱと同じカップを用い，圃場から採集した
第1表圃場賦験

意壼T意~壽雇 第3表虫体散布試験
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幼 虫20回握りすくい取り，2区合叶価（頭〕

北陸農粟賦鼓栂HokurikuNationalAgriculturalExPeriment
Station,Inada,Joetsu,Niigata943-01

l区10頭，3区合叶値（皿）
生存虫散に異常虫数は含まれる
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